
「『地方議会からの政策サイクル』と

成熟度評価モデル、議会DXのミライ」

会 場

対 象

定 員

参 加 費

①日本生産性本部 セミナー室

東京都千代田区平河町2-13-12

②オンライン配信

地方議会の議員
議会事務局の職員 ほか

会場定員 70名 （先着順）
オンライン配信は定員の制限はありません 議員 11,000円

議会事務局職員・市民等 ５,500円

大正大学
地域創生学部教授

江藤 俊昭 氏

拓殖大学
政経学部教授

河村 和徳 氏

茨城県取手市
情報管理課長

岩﨑 弘宜 氏

〇進化する「地方議会からの政策サイクル」と「成熟度評価モデル」の実装化！
〇 議会D Xの導入で「地方議会からの政策サイクル 」をよ り豊富化 ！
〇議会DXとデジタルコミュニケーションで議会のシゴトはどう変わる？

「政策サイクル推進地方議会フォーラム」 公開セミナー（報告会）

（公財）日本生産性本部では、「地方議会における政策サイクルと評価モデル研究会」（座長＝江藤俊昭・
大正大学教授）を設け、有識者や議員有志らとともに2020年に「地方議会成熟度評価モデル」を開発。評価
モデルの実装化を通じて、地方議会における住民福祉の向上策を支援してきました。

これまでに福島県会津若松市をはじめ複数の議会が地方議会成熟度評価モデルの実装化に取り組み、一
定の成果を上げております。また「政策サイクル推進地方議会フォーラム」では2023年度、「議会（事務）局」
に関する分科会を立ち上げ、「議会からの政策サイクル」に伴走する議会（事務）局のあり方について議論を
重ね、2024年４月に提言書を公表しました。2024年度は評価モデルのいわば基礎となる「政策サイクル」に
関する分科会を立ち上げ、２か年度の予定で活動中です。

今回の公開セミナー（報告会）は、2022年に立ち上げた「政策サイクル推進地方議会フォーラム」の報告会
を兼ねて開催するものです。2024年度の「地方議会の政策サイクルと成熟度評価モデル」実装化の取組み、
「政策サイクル分科会」の成果と課題、さらに政策サイクルにも関わる議会ＤＸの取り組み（展望）などをバック
キャストで議論したいと思います。

開催趣旨

２０２５年５月24日(土)
１３：１０～１７：３０

お申込QRコード

福島県会津若松市議会議員
議会評価特別委員会
副委員長

松崎 新 氏

申込締切 2025年5月22日（木） １５：００まで

登 壇 者

（いずれも消費税込）

https://jpc.my.salesforce-sites.com/customers/trainingseminarapp?no=K029299お申込URL



内 容時 間

開会、趣旨説明 ※受付開始は１２:３０の予定です。１３：１０

【第１部】報告会
①「政策サイクル推進地方議会フォーラム」の活動報告 公益財団法人日本生産性本部

１３：２０

② 実践報告「成熟度評価モデル実装化の到達点と展望」
松崎 新 福島県会津若松市議会議員

議会評価特別委員会副委員長
１３：４０

休 憩（１０分間）１４：４０

【第２部】セミナー
講 演 「『地方議会からの政策サイクル』と議会ＤＸ」

江藤 俊昭 大正大学地域創生学部教授
１４：５０

講 演 「議会ＤＸとＤＣ（デジタルコミュニケーション）」
河村 和徳 拓殖大学政経学部教授

１５:２０

実践報告「ＤＸで議会・役所のシゴトを変える！」
岩﨑 弘宜 茨城県取手市情報管理課長

１５：５０

休 憩（１５分間）１６：２０

パネルディスカッション「議会ＤＸと政策サイクルのミライ」
パネリスト 江藤 俊昭 氏、河村 和徳 氏、松崎 新 氏、岩﨑 弘宜 氏

コーディネーター 千葉 茂明 日本生産性本部上席研究員
１６:３５

日本生産性本部よりお知らせ１７：２５

閉 会１７：３０

プログラム ※ プログラムは企画段階のものであり、やむを得ず変更となる可能性がございます。あらかじめご了承ください。

地方議会改革プロジェクト事務局（担当：鎌田・田中）

〒102-8643 東京都千代田区平河町2-13-12 （公益財団法人日本生産性本部）

Web https://www.jpc-net.jp/consulting/mc/pi/local-government/parliament.html

Facebook https://www.facebook.com/PDDDCA/

Mail gikai@jpc-net.jp

Tel 03-3511-4013

Fax 03-3511-4039

お 問 合 せ

※「政策サイクル推進地方議会フォーラム」について

日本生産性本部では、地方議会の議員、議会事務局職員、学識者等をメンバーとして、2016年より「地方議会における政策
サイクルと評価モデル研究会」を開催し、地方議会の政策サイクルに関する検討とその起点となる議会運営の現状把握（評
価）のしくみづくりに取り組んできました。2020年には先進的な事例から抽出した要素とともに組織体の運営（マネジメント）
の観点も踏まえた議会運営の評価基準として、「地方議会成熟度評価モデル」を公表しました。２０２２年には研究会を発展さ
せる形で「政策サイクル推進地方議会フォーラム」を立ち上げました。このフォーラムは、「住民福祉の向上」を目指した議会活
動のあり方を模索する皆さまが集い、対話し、政策サイクルの構築と作動に向けた方策を共に探る場です。ご参加いただけるメ
ンバーを募集しています。 （https://www.jpc-net.jp/consulting/assets/pdf/parliament_forum_202404.pdf）

セミナー参加お申込み要領

専用フォームよりお申込みください。会場参加は先着順
にて受付いたします。複数参加の場合、フォームの必要事
項を明記の上、メールでも受付いたします。 開催のご案
内と請求書は、開催1週間前を目途に送付いたします。
（メール： gikai@jpc-net.jp ）

キャンセル料について

お申込み後のキャンセルについては、 下記のキャンセル
料金が発生します。予めご了承ください。

参加費の 20％【開催７営業日前～４営業日前】
参加費の 50％【開催３営業日前～１営業日前】
参加費の100％【開催当日】

◆個人情報の取り扱いについて

①参加申込によりご提供いただいた個人情報は、当本部の個人情報保護方針に基づき、安全に管理し、保護の徹底に努めます。なお当本部個人情報保護方
針の内容については、当本部ホームページ（https://www.jpc-net.jp/privacy/）をご参照願います。参加されるご本人、ご連絡担当者の皆様におかれま
しては、内容をご確認、ご理解の上、お申込みいただきますようお願いいたします。 ②個人情報は、当事業の実施に関わる参加者名簿等の資料等の作成、
ならびに当本部が主催・実施する各事業におけるサービス提供や事業のご案内、および顧客分析・市場調査のために利用させていただきます 。③当事業
の実施に関して必要な範囲で参加者名簿等の資料を作成し、当日講師、参加者等の関係者に限り配布させていただきます。但し、前述の場合および法令に
基づく場合などを除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。 ④案内状や参加証、テキストの送付などを外部に委託することがありま
すが、委託先にはご本人、ご連絡担当者へのサービス提供に必要な個人情報だけを開示し、サービス提供以外に使用させることはありません。 ⑤ご本人
からの求めにより、開示対象個人情報の利用目的の通知、開示、訂正、追加又は削除、利用の停止、消去及び第三者への提供の停止に応じます。この件に
ついては、当事業の実施担当部門へお問い合わせください。お問い合わせ先につきましては、ホームページの該当事業詳細ページに掲載しています。【責
任者：個人情報保護管理者（総務部長）】 ⑥お申込書に個人情報を記入するかどうかはご本人の自由です。ただし、必要な個人情報が不足していた場合
は、当本部からのサービスの全部、または一部が受けられないことがあることをご了承願います。 ⑦当本部のウェブサイトは、ご利用者に一層便利にご
利用いただくため、「Cookie」という技術を使用しております。Cookieにより、ウェブサイトはご利用者のコンピュータを識別することができるように
なりますが、この機能によりご利用者にご迷惑をおかけすることはありません。 ⑧本案内記載事項の無断転載をお断りいたします。


